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 小林博司、飯塚佐代子ほか レンチウイルスベクターを用いたクラッベ病に対する遺伝子治療 

第19回日本遺伝子遺伝子治療学会 岡山、2013年7月 

 衞藤義勝：ニーマンピックＣ病の診断と治療に関して、第５５回日本小児神経学会 大分 2013.5.
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 衞藤義勝 ファブリ病最新の進歩、ファブリ病研究会、札幌, 2013.10.5 

 衞藤義勝；先天性ムコ多糖症の進歩、 久留米小児科医会、2013.1011 

 衞藤義勝：ゴーシェ病最近の進歩、中国小児内分泌代謝学会アモイ市、福建省 2013.10.23-24 

 衞藤義勝：Lysosomal acid lipase deficiency, アジア小児肝臓消化器学会一ツ橋会館,東京,  

2013.11.1 

 衞藤義勝：ファブリ病UpDate, 東北ファブリ病患者会 仙台, 2013.11.3 

 衞藤義勝：遺伝病治療最近の進歩-特に中枢神経系の治療を目指して、久留米大学小児科芳野教授

退任記念講演、2012.3.24, 福岡 

 Yoshikatsu Eto, Toya Ohashi：The fabry Outcome Survey (FOS)：Overview of the current st

atus and future developments，第54回日本先天代謝異常学会，2012.11.15，岐阜 

 衞藤 義勝、大樂 武範、若林 太一、井田 博幸、萩野谷和裕、山本 真也、成田 綾、大野

 耕策：若手型ニーマンピックＣ病（NPC1）3例に対するMiglustatの治療効果，第54回日本先天

代謝異常学会，2012.11.16，岐阜 

 樋口 孝、河越 しほ、大津 真、加藤 総夫、南沢 享、松本 朱里、井田 博幸、大橋 十

也、中内 啓光、衞藤 義勝：ゴーシェ病及びポンペ病患者皮膚細胞由来iPS 様細胞の樹立，201

2.11.16，岐阜 

 河越 しほ、樋口 孝、大高真奈美、嶋田 洋太、小林 博司、井田 博幸、大橋 十也、岡野

ジェイムス洋尚、中西 真人、衞藤 義勝：センダイウイルスを用いたヒトファブリ－病由来iPS

様細胞の樹立，2012.11.16，岐阜 

 藤崎 美和、松本 朱里、高村 歩美、樋口 孝、古城真秀子、河越 しほ、小林 博司、嶋田

 洋太、大橋 十也、大樂 武範、衞藤 義勝：乾燥濾紙血を用いたマルトー・ラミー症候群（M

PSVI）の診断法の検討，2012.11.16，岐阜 

 大樂 武範、ハミルトン ジョン、マーチン ダナ、衞藤 義勝：濾紙血を用いたリソソーム酸

性リパーゼ欠損症（LAL）の診断法の検討，2012.11.16，岐阜 

 井田博幸：基礎医学が臨床医学にもたらしたもの，葛飾区医師会小児科集談会500回記念講演，東

京．2012.2 

 井田博幸：治療可能な遺伝性疾患（リソソーム病）の診断－臨床上注意すべき症状－，世田谷区

医師会講演，東京．2012.2 

 井田博幸：リソソーム病の臨床と研究の進歩，神戸大学小児科カンファレンス，神戸．2012.6 

 井田博幸：実地臨床からみたリソソーム病の診断，宮崎大学小児科講演会，宮崎．2012.6 

 井田博幸：リソソーム病の治療－現状と将来展望－，神奈川酵素補充療法研究会，横浜．2012.7 

 井田博幸：ライソゾーム病の酵素補充療法の実際，日本先天代謝異常学会セミナー，横浜．2012.
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 井田博幸：小児科Subspecialty専門医の今後の動向，小児科専門医制度全体検討会議，東京．201
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 井田博幸：人材（専門医）育成－日本小児科学会と専門医機構の基本的考え方－，第54回日本先

天代謝異常学会，岐阜．2012.11 

 井田博幸：先天代謝異常症に対するスクリーニングの最近の進歩，調布市医師会講演会，調布．2

012.11 

 小林正久、大橋十也、衞藤義勝、井田博幸：日本人Fabry病家系の遺伝子変異についての研究－特

にde novo変異の発症率について．第57回日本人類遺伝学会．東京．2012.10.24-27 

 小林正久、大橋十也、衞藤義勝、井田博幸：日本人Fabry病家系のde novo変異の発症率および臨

床病型と遺伝子変異の相関についての研究．第54回日本先天代謝異常学会．岐阜．2012.11.15-17 

 佐藤洋平、小林博司、大橋十也、井田博幸：MucolipidosisⅡ型剖検例におけるオートファジー機

能不全との関連性．第54回日本先天代謝異常学会．岐阜．2012.11.15-17 

 小林正久，大橋十也，衞藤義勝，井田博幸：Fabry病の遺伝子解析－そのピットフォール．第26回

日本小児脂質研究会．川越．2012.11.30-12.1 

 櫻井 謙、池本 智、齋藤亮太、安藤達也、富田和江、齋藤義弘、井田博幸：多形紅斑に心筋症を

併発し、極長鎖アシルCoA脱水素酵素欠損症が疑われている5歳例，第115回日本小児科学会学術集

会．福岡．2012.4.20-22 

 大橋十也：ファブリー病の診断方法．第6回ファブリー病シンポジウム．東京．2012.3.3． 

 大橋十也： ライソゾーム病の細胞・遺伝子治療法の開発.（シンポジウム） 第22回日本産婦人科・

新生児血液学会. 津. 2012.6.29 

 大橋十也：ライソゾーム病の早期診断と治療. 第９回九州先天代謝異常研究会. 博多. 2012.7.2

1. 

 大橋十也： ファブリー病診断治療ハンドブック 2012の紹介.第8回日本ファブリー病フォーラム.

 東京. 2012.７.22． 

 大橋十也：ライソゾーム病の新たな治療法. 第8回日本先天代謝異常学会セミナー. 東京. 2012.7.

29. 

 大橋十也：ファブリー病の診断と治療. 東京ファブリー病セミナー. 東京. 2012．9.25 

 大橋十也：ファブリー病の診断と治療.（ランチョンセミナー） 第76回日本皮膚科学会東部支部

学術集会. 札幌. 2012．9.2９． 

 大橋十也：ファブリー病の診断と治療（案） ~早期治療にｒつなげるために~. 希少疾患学術講

演会. 横浜. 2012．11.12． 

 大橋十也：ファブリー病の概要.（教育セミナー） 第54回日本先天代謝異常学会総会, 第11回

アジア先天代謝異常症シンポジウム. 岐阜. 2012．11.1７． 

 大橋十也：「ファブリー病の診断と治療」 早期治療にｒつなげるために.学術講演会. 千葉. 20

12．12.５． 

 横井貴之、横井健太郎、秋山和政、樋口 孝、嶋田洋太、小林博司、佐藤 卓、大津 真、中内

啓光、西川伸一、衞藤義勝、井田博幸、大橋十也：ACK2(抗c-kit抗体)を用いたハンター病に対す

る細胞治療 / 遺伝子治療における前処置の開発．第57回日本人類遺伝学会．東京．2012.10.24-2
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 横井貴之、樋口 孝、嶋田洋太、小林博司、大津 真、中内啓光、西川伸一、衞藤義勝、井田博



幸、大橋十也：ACK(抗c-kit抗体)を用いたハンター病に対する細胞治療 / 遺伝子治療における前

処置の開発．第54回日本先天代謝異常学会．岐阜．2012.11.15-17 

 西山由梨佳、嶋田洋太、小林博司、衞藤義勝、井田博幸、大橋十也：インスリンを用いたポンペ

病細胞における酵素補充療法抵抗性改善の試み．第54回日本先天代謝異常学会．岐阜．2012.11.1

5-17 

 秋山和政、飯塚佐代子、嶋田洋太、樋口 孝、福田隆浩、小林博司、井田博幸、衞藤義勝、大橋

十也：ムコ多糖症Ⅱ型(MPSⅡ)マウスにおける酵素補充療法と骨髄移植療法の比較検討．第54回日

本先天代謝異常学会．岐阜．2012.11.15-17 

 嶋田洋太、西山由梨佳、小林博司、樋口 孝、衞藤義勝、井田博幸、大橋十也：ポンペ病におけ

るプロテアソーム阻害剤応答性酸性αグルコシダーゼ変異の探索：第54回日本先天代謝異常学会．

岐阜．2012.11.15-17 

 Lentivirus Mediated Gene Therapy For Krabbe Disease. Hiroshi Kobayashi, Sayoko Izuka, 

Takahiro Fukuda, Takeo Iwamoto, Asako Morita, Masamichi Ariga, Yota Shimada, Takayuki 

Yokoi, Hiroyuki Ida,  Yoshikatsu Eto,  Toya Ohashi. 第１８回 日本遺伝子治療学会 ＪＳ

ＧＣＴ 2012年６月、熊本 

 レンチウイルスベクターを用いたクラッベ病モデルマウスに対する新生児遺伝子治療 小林博司、

有賀賢典、飯塚佐代子、岩本武夫、嶋田洋太、福田隆浩、衛藤義勝、大橋十也．第５７回日本人

類遺伝学会 2012年10月、東京 

 河越 しほ、樋口 孝、 河合 利尚、孟 興麗、嶋田 洋太、清水 寛美、福田 隆浩、 張 璽、中畑 

龍俊、深田 宗一朗、小林 博司、井田 博幸、大橋 十也、衞藤 義勝：Pompe病モデルマウス由来i

PS細胞から分化誘導した骨格筋細胞の形態学的解析，第16回日本ライソゾーム病研究会，2011.9.

30，東京 

 樋口 孝、清水 寛美、福田 隆浩、河越 しほ、松本 朱里、小林 博司、井田 博幸、大橋

 十也、衞藤 義勝：ハンター病モデルマウスにおける脳室内酵素補充療法の治療研究，第16回

日本ライソゾーム病研究会，2011.9.30，東京 

 河越 しほ、樋口 孝、嶋田 洋太、清水 寛美、福田 隆浩、張 璽、小林 博司、井田 博

幸、大橋 十也、衞藤 義勝: Pompe病モデルマウス由来iPS細胞を用いた骨格筋細胞への分化と

細胞移植療開発に向けての試み，第53回日本先天代謝異常学会 2011.11，千葉 

 樋口 孝、清水 寛美、福田 隆浩、河越 しほ、松本 朱里、小林 博司、井田 博幸、大橋

 十也、衞藤 義勝：脳室内酵素補充療法によるハンター病モデルマウスの治療，第53回日本先

天代謝異常学会 2011.11，千葉 

 河越 しほ、樋口 孝、河合 利尚、孟 興麗、嶋田 洋太、清水 寛美、平山 怜美、福田隆浩、

張 璽、中畑 龍俊、深田宗一朗、小林 博司、井田 博幸、大橋 十也、衛藤 義勝：Pompe病

モデルマウス由来iPS細胞の樹立及び骨格筋細胞への分化誘導，第56回日本人類遺伝学会，2011.1

1.10，千葉 ポスター 

 樋口 孝、清水 寛美、福田 隆浩、河越 しほ、松本 朱里、小林 博司、井田 博幸、大橋 

十也、衞藤 義勝：ハンター病の新規治療法の開発～脳室内酵素補充療法によるハンター病モデ

ルマウスの治療効果～，第56回日本人類遺伝学会，2011.11.11，千葉 ポスター 

 井田博幸：リソソーム病－治療法の進歩と今後の課題－，神奈川県小児科医会．横浜．2011.3 



 井田博幸：リソソーム病の診断と治療－ゴーシェ病とポンペ病を中心に－，日本小児神経学会．

横浜．2011.5 

 井田博幸：基質合成抑制療法－その基礎と臨床－，日本ライソゾーム病研究会．東京．2011.9 

 井田博幸：リソソーム病の診断と治療－実地臨床からのアプローチと最近の進歩－，佐賀大学小

児科臨床懇話会．佐賀．2011.10 

 井田博幸：日常診療に役立つリソソーム病の知識，秦野・伊勢原医師会学術講演会．秦野．2011.

10 

 Hiroyuki Ida：Clinical heterogeneity of LSD， Pediatric Endocrine & Inherited Metaboli

c Academic Conference．Yantai．China．2011.10 

 井田博幸：小児神経科医に必要なリソソーム病の知識，日本小児神経学会北海道地方会．札幌．2

011.10 

 井田博幸：リソソーム病の診断と治療－現状と今後の課題－，横須賀・三浦小児科医会学術講演

会．横須賀．2011.11 

 井田博幸：リソソーム病の臨床と研究の進歩，日本小児科学会東北地方会．仙台．2011.11 

 井田博幸：リソソーム病の臨床的異質性－遺伝子変異と治療との関連－，北陸臨床遺伝研究会．

金沢．2011.11 

 井田博幸：症例から学ぶリソソーム病－ゴーシェ病－，日本先天代謝異常学会．幕張．2011.11 

 井田博幸：リソソーム病に対する酵素補充療法－その効果と問題点－，日本小児科学会岩手地方

会．盛岡．2011.12 

 西山由梨佳, 嶋田 洋太, 小林 博司, 大橋 十也, 衞藤 義勝, 井田 博幸：ポンペ病細胞で

生じるオートファジー活性化へのAktシグナル経路の関与，第16回日本ライソゾーム病研究会，20

11.9.30，東京 

 小林 正久、大橋 十也、柳澤 智義、猪又 孝元、北川 照男、衞藤 義勝、井田 博幸、草

野 英二：α-Galactosiedase AにE 66Q変異を持つ男性透析患者の心臓病理所見についての検討，

第53回日本先天代謝異常学会 2011.11，千葉 

 若林太一、田嶼朝子、小林正久、小林博司、大橋十也、井田博幸：日本人におけるGaucher病2型4

2例の臨床的特徴遺伝子異常．第53回日本小児神経学会．横浜．2011.5.26-28 

 佐藤洋平、井上隆志、中村美沙子、保科宙生、平田佑子、日馬由貴、南波広行、大坪主税、高畠

典子、和田靖之、久保政勝：急激に十二指腸潰瘍穿孔をきたしたロタウイルス胃腸炎の1歳女児例．

第190回日本小児科学会千葉地方会．千葉．2011.7 

 佐藤洋平、斉藤亮太、齋藤千徳、飯島正紀、河内貞貴、浦島 崇、藤原優子、小林博司、井田博

幸、宇野吉雅、森田紀代造：酵素補充療法中に大動脈弁置換術を施行したHunter症候群の1例．第

47回日本小児循環器学会．福岡．2011.8 

 若林太一、田嶼朝子、小林正久、小林博司、大橋十也、井田博幸：日本人におけるGaucher病2型4

2例の臨床的特徴遺伝子異常．第114回日本小児科学会．東京．2011.8.12-14 

 大橋十也：ファブリー病重症度スコアDS3-MAINZスコアの紹介．第7回日本ファブリー病フォーラ

ム．東京．2011.7.10 

 大橋十也：小児科医が臨床で注意すべき疾患 ファブリー病．第21回日本外来小児科学会．神戸．

2011.8.28 



 大橋十也：ライソゾーム病酵素補充療法における酵素製剤に対する免疫応答．第16回日本ライソ

ゾーム病研究会．東京．2011.9.29-30 

 大橋十也：新しい治療法の適応とガイドライン ファブリー病. 第53回日本先天代謝異常学会．

幕張．2011.11.24-26 

 大橋十也：ファブリー病の診断方法．第6回ファブリー病シンポジウム．東京．2012.3.3． 

 嶋田洋太、福田隆裕、西山由梨佳、小林博司、衛藤義勝、井田博幸、大橋十也：ポンペ病骨格筋

におけるオートファジー異常検出のための血中バイオマーカーとしてのユビキチン化タンパク質

の特徴付け．第16回日本ライソゾーム病研究会．東京．2011.9.29-30 

 大橋十也、飯塚佐代子、嶋田洋太、樋口 孝、井田博幸、衛藤義勝、小林博司：ライソゾーム病

酵素補充療法における酵素製剤に対する免疫反応に関する研究．第53回日本先天代謝異常学会．

幕張．2011.11.24-26 

 有賀賢典、小林博司、嶋田洋太、飯塚佐代子、金城栄子、衛藤義勝、井田博幸、大橋十也：レン

チウイルスベクターによる遺伝子治療を施行した新生児MPSⅦマウスの脳内LC3蛋白発現の検討．
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臨床懇話会．名古屋．2010.10 

 井田博幸：新生児科医に必要な代謝異常症の知識－マススクリーニングとライソゾーム病－，日
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 下澤伸行、本田綾子、梶原尚美、桐山寛子、小澤 祥、長瀬朋子、竹本靖彦、鈴木康之．副

腎白質ジストロフィー発症前患者に対する早期介入の取組み．第52回日本先天代謝異常学会、
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 Tomatsu S, Montano A, Yamaguchi S, Suzuki Y, Orii T, Fujii T, Fukushi M. Newborn scree

ning for MPS by using Liquid tanden mass spectrometry method. 第52回日本先天代謝異常学
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 兎川忠靖、 月村考宏、 水戸部さゆり、 鈴木俊宏、 川島育夫、 櫻庭 均: グロボトリアオシル



セラミドの新規測定法、第54回日本先天代謝異常学会総会／第11回アジア先天代謝異常症シンポ
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 水戸部さゆり、 兎川忠靖、 月村考宏、 土井研人、 野入英世、 赤井靖宏、 齋藤能彦、 芳野 

信、 竹中俊宏、 櫻庭 均: M296I変異GLAを有するファブリー病患者は血漿中Lyso-Gb3濃度の増

加を伴わない、第54回日本先天代謝異常学会総会／第11回アジア先天代謝異常症シンポジウム、2

012/11、岐阜 

 辻 大輔、 難波建多郎、 石丸直澄、 櫻庭 均、 伊藤孝司: Tay-Sachs病患者由来iPS細胞の樹

立と分化神経系細胞に対する酵素補充効果の検討、第54回日本先天代謝異常学会総会／第11回ア

ジア先天代謝異常症シンポジウム、2012/11、岐阜 

 北風圭介、 辻 大輔、 難波建多朗、 浅沼大祐、 神谷真子、 浦野泰照、 櫻庭 均、 伊藤孝
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日本先天代謝異常学会総会／第11回アジア先天代謝異常症シンポジウム、2012/11、岐阜 

 月村考宏、 田中利絵、 大塚智子、 水戸部さゆり、 鈴木俊宏、 齋藤静司、 兎川忠靖、 櫻庭 

均: ハイリスク群の男性を対象としたファブリー病スクリーニング、第54回日本先天代謝異常学
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 鈴木俊宏、 櫻庭 均: ヒト正常組織由来培養細胞における組換えリソソーム酵素の取り込み、第

85回日本生化学会大会、2012/12、福岡 

 月村考宏、 田中利絵、 大塚智子、 水戸部さゆり、 鈴木俊宏、 齋藤静司、 兎川忠靖、 櫻庭 

均: 男性を対象としたファブリー病のハイリスク・スクリーニング、第85回日本生化学会大会、2

012/12、福岡 

 水戸部さゆり、 兎川忠靖、 月村考宏、 児玉 敬、 齋藤静司、 鈴木俊宏、 櫻庭 均: 血漿中L

yso-Gb3濃度の増加しないファブリー病症例群の解析、第85回日本生化学会大会、2012/12、福岡 

 櫻庭 均： ファブリー病の診断と治療のバイオマーカー: グロボトリアオシルスフィンゴシン、

第5回ファブリー病シンポジウム、2011/2、東京 
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均: GLAにおけるp.E66Qは遺伝的多型か、第16回日本ライソゾーム病研究会、2011/9、東京 

 児玉 敬、兎川 忠靖、川島 育夫、石田 洋一、鈴木 實、辻 大輔、伊藤 孝司、月村 考

宏、鈴木 俊宏、櫻庭 均: Lyso-GM2: GM2 ガングリオシドーシスのバイオマーカー、第53回日

本先天代謝異常学会総会、第10回アジア先天代謝異常症シンポジウム、 2011/11、千葉 

 兎川 忠靖、児玉 敬、月村 考宏、柏 志保、川島 育夫、鈴木 俊宏、櫻庭 均: ファブリ

ー病のバイオマーカーとしてのlyso-Gb3 の評価、第53回日本先天代謝異常学会総会、第10回アジ

ア先天代謝異常症シンポジウム、2011/11、千葉 

 田中 利絵、月村 考宏、児玉 敬、川島 育夫、齋藤 静司、鈴木 俊宏、兎川 忠靖、櫻庭

 均: ファブリー病男性患者のためのハイリスク・スクリーニング、第53回日本先天代謝異常学

会総会、第10回アジア先天代謝異常症シンポジウム、2011/11、千葉 

 森山 厚子、月村 考宏、田島 陽一、川島 育夫、児玉 敬、福重 智子、金蔵 拓郎、鈴木

 俊宏、兎川 忠靖、櫻庭 均: 改変型α -N- アセチルガラクトサミニダーゼの生産と精製、第

53回日本先天代謝異常学会総会、第10回アジア先天代謝異常症シンポジウム、2011/11、千葉 

 月村 考宏、田中 利絵、児玉 敬、川島 育夫、齋藤 静司、鈴木 俊宏、兎川 忠靖、櫻庭

 均: E66Q を伴うα - ガラクトシダーゼA の生化学的及び病理学的解析、第53回日本先天代謝

異常学会総会、第10回アジア先天代謝異常症シンポジウム、2011/11、千葉 

 櫻庭 均: ファブリー病疑い例から確定診断に至るプロセスに関して、第109回日本皮膚学会総会、

2010/4、 大阪 

 櫻庭 均： ファブリー病の基礎と臨床－診断と治療のための小知識、第51回日本神経学会総会、

ランチョンセミナー、2010/5、東京 

 櫻庭 均： ファブリー病を知り、診断と治療に生かすために、第53回日本腎臓学会学術総会、イ

ブニングセミナー、 2010/6、神戸 

 櫻庭 均： ファブリー病の診断と治療へのアプローチ、第34回日本小児皮膚科学会学術大会、ラ

ンチョンセミナー、2010/7、松山 

 櫻庭 均： ファブリー病診断と治療のためのロードマップ、仙台Fabry病研究会、2010/10、仙台 

 櫻庭 均： ファブリー病のABC: 診断と治療のために、金沢ファブリー病研究会、2010/10、金沢 

 櫻庭 均： ファブリー病の診断から治療へ、多摩ファブリー病研究会、2010/12、東京 

 菅原佳奈子、櫻庭 均: 酵母で生産した新規酵素のファブリー病モデルマウス末梢神経および腎

臓に対する効果の検討、第52回小児神経学会総会、2010/5、福岡 

 月村 考宏、千葉 靖典、川島 育夫、渡邉 徹、児玉 敬、福重 智子、金蔵 拓郎、鈴木 俊

宏、兎川 忠靖、櫻庭 均: メタノール資化性酵母で生産した組み換えヒトα-ガラクトシダーゼ

のファブリー病マウスに対する効果、第52回日本先天代謝異常学会、2010/10、大阪 

 黒田 麻祐子、 鈴木 俊宏、小谷 政晴、川島 育夫、兎川 忠靖、伊藤 孝司、千葉 靖典、



福重 智子、金蔵 拓郎、櫻庭 均: Sandhoff病モデルマウス由来ニューロスフェア株の樹立と

その応用、第52回日本先天代謝異常学会、2010/10、大阪 

 児玉 敬、兎川 忠靖、川島 育夫、月村 考宏、鈴木 俊宏、福重 智子、金蔵 拓郎、櫻庭

 均: 臓器組織のLyso-Gb3はファブリー病の酵素補充療法における治療のバイオマーカーになり

得る、第52回日本先天代謝異常学会、2010/10、大阪 

 川島 育夫、月村 考宏、児玉 敬、鈴木 俊宏、兎川 忠靖、渡邉 徹、千葉 靖典、福重 智

子、金蔵 拓郎、田島 陽一、芝崎 太、櫻庭 均: メタノール資化性酵母により産生した組換

えヒトα-ガラクトシダーゼAはファブリー病モデルマウスに蓄積する基質を分解する、 第83回日

本生化学会大会、2010/12、神戸 

 兎川 忠靖、月村 考宏、川島 育夫、田中 利絵、児玉 敬、鈴木 俊宏、櫻庭 均: ファブ

リー病のハイリスク・スクリーニング診断システムの構築、第83回日本生化学会大会、2010/12、

神戸 

 月村 考宏、田島 陽一、川島 育夫、千葉 靖典、鈴木 俊宏、兎川 忠靖、櫻庭 均: 酵素

増強療法が有効な変異α-ガラクトシダーゼと基質アナログの分子間相互作用解析、第83回日本生

化学会大会、2010/12、神戸 

 渡邉 徹、高岡友紀、櫻庭 均、地神芳文、千葉靖典: メタノール資化性酵母Ogataea minuta に

よるヒトサポシンBの生産、第83回日本生化学会大会、2010/12、神戸 

 田島 陽一、川島 育夫、芝崎 太、千葉 靖典、月村 考宏、櫻庭 均: 分子設計によるファ

ブリー病に対する新しい酵素薬の開発、第83回日本生化学会大会、2010/12、神戸 

 児玉 敬、 兎川 忠靖、川島 育夫、月村 考宏、鈴木 俊宏、福重 智子、金蔵 拓郎、櫻庭

 均: ファブリー病治療のためのバイオマーカーとしての臓器組織中Lyso-Gb、第83回日本生化学

会大会、2010/12、神戸 

 黒田 麻祐子、鈴木 俊宏、小谷 政晴、田島 陽一、川島 育夫、兎川 忠靖、辻 大輔、伊

藤 孝司、千葉 靖典、福重 智子、金蔵 拓郎、櫻庭 均: Sandhoff病モデルマウス由来ニュ

ーロスフェア株を用いた酵素補充モデルの構築、第83回日本生化学会大会、2010/12、神戸 

 黒田 麻祐子、鈴木 俊宏、小谷 政晴、田島 陽一、川島 育夫、兎川 忠靖、辻 大輔、伊

藤 孝司、千葉 靖典、福重 智子、金蔵 拓郎、櫻庭 均: Sandhoff病に対する ex vivo 遺伝

子治療モデルの開発、第83回日本生化学会大会、2010/12、神戸 

 北風 圭介、松岡 和彦、辻 大輔、櫻庭 均、田島 陽一、伊藤 孝司: 大腸菌発現系による

ヒトGM2 activator proteinの獲得およびヒト β-hexosaminidase との相互作用の解析、第83回

日本生化学会大会、2010/12、神戸 

 櫻庭 均、齋藤 静司、大野 一樹、兎川 忠靖、 鈴木 俊宏、月村 考宏: ファブリー病デー

タベースの構築、第15回日本ライソゾーム病研究会、2010/12、東京 

芳野 信、渡邊順子 

 古賀木綿子、原田なをみ、松石豊次郎、猪口隆洋、芳野 信、松石豊次郎、渡邊順子. オルニチン

トランスカルバミラーゼ欠損症（OTCD）のat risk新生児における迅速診断の有用性. 第473回日本

小児科学会福岡地方会 2013.2.9（福岡市） 

 古賀木綿子、原田なをみ、猪口隆洋、芳野 信、松石豊次郎、渡邊順子. オルニチントランスカル

バミラーゼ欠損症（OTCD）のat risk新生児における迅速診断の有用性 第36回日本小児遺伝学会 2



013.4.18（広島市） 

 岡田純一郎、廣瀬彰子、神田 洋、岩田欧介、福澤龍二、高柳 俊光、渡邊順子、松石豊次郎. DIS3

L2のｴｸｿﾝ9の欠失変異を認めたPerlman症候群の本邦第一例 第116回日本小児科学会 2013.4.19-21

（広島市） 

 横地賢興、栁忠宏、関祥孝、渡邊順子、松石豊次郎、水落建輝、猪口隆洋、早坂清、呉繁夫. 乳糖

除去MCTミルク(ML-3)を用いたシトリン欠損症(NICCD)の1例. 第116回日本小児科学会 2013.4.19-2

1（広島市） 

 渡邊順子、田代恭子、青木久美子、石毛美夏、猪口隆洋、松石豊次郎. 新生児タンデムマススクリ

ーニングで発見されたグルタル酸血症I型（GAI）症例. 第2回九州新生児スクリーニング研究会 2

013.10.25（熊本市） 

 原田なをみ、田中征治、芳野 信、齋藤仲道、田中悦子、此元隆雄、中西浩一、松石豊次郎、渡邊

順子. フィンランド型先天性ネフローゼ症候群の出生前診断. 第20回 遺伝性疾患に関する出生前

診断研究会 2013.9.28（鹿児島市） 

 原田なをみ、大矢崇志、沼田早苗、松石豊次郎、橋本 隆、渡邊順子. 歯状核赤核淡蒼球ルイ体萎

縮症（DRPLA）家系例の遺伝カウンセリングの経験. 2013.6.21 第37回日本遺伝カウンセリング学

会 2013.6.20-23（川崎市） 

 芳野 信、原田なをみ、渡邊順子、副島美貴子、神田芳郎、岡野善行、中野博昭、依藤 亨.  Orn

itine transcarbamylase 遺伝子のSNPにもとづくハプロタイプ解析の出生前モニタリングへの応用.

  第58回日本人類遺伝学会 2013.11.20-23（仙台市） 

 家村素史、渡邊順子、高瀬隆太、吉本裕良、工藤嘉公、芳野 信、松石豊次郎、吉田晶子、森崎裕

子、森崎隆幸、須田憲治：複数弁置換術および冠動脈拡大を伴い成人期まで経過観察し得ているSh

printzen-Goldberg症候群の一例. 第３５回日本小児遺伝学会学術集会 2012.4.18-19 （久留米） 

 渡邊順子、矢部晋正、加藤俊一、大友孝信、酒井則夫、賀佐伸省、松石豊次郎、芳野 信：骨髄移

植を受けたI-cell病の長期予後. 第115回日本小児科学会 2012.4.20-22 （福岡） 

 十亀由喜子、岡松由記、木村光一、渡邊順子、芳野 信、松石豊次郎：高度肺気腫に対し肺容量減

少術が著効したFLNA1遺伝子変異を持つ女児の術語経過報告.  第115回日本小児科学会 2012.4.20

-22  （福岡） 

 芳野 信、原田なをみ、沼田早苗、渡邊順子、神田芳郎、澤田 智、岡野善： SNPに基づくハプロ

タイプ解析による差異OTCアレルの特定. 第115回日本小児科学会 2012.4.20-22  （福岡） 

 高瀬隆太、大平智子、渡邊順子、須田憲治、松石豊次郎、芳野 信Hunter症候群患児に対するIdur

sulfatase補充は心室中隔、左室後壁肥厚を改善する. 第115回日本小児科学会 2012.4.20-22  

（福岡） 

 芳野裕子、牛嶋規久美、下村 豪、松岡尚久、岡田純一郎、久野 正、浦部大策、芳野 信、下澤

伸行： Zellweger症候群の点状石灰化の形態は鑑別診断上、価値がある. 第115回日本小児科学会

 2012.4.20-22  （福岡） 

 東元 健、前田寿幸、八木ひとみ、岡田純一郎、佐々木健作、吉浦孝一郎、渡辺順子、副島英伸:

 Perlman症候群におけるDIS3L2のエクソン9の欠失はLINE-1間の非相同組換えによって生じる. 第

57回日本人類遺伝学会 2012.10.24-27（東京） 

 井原健二、吉野 信、保科隆之、原田なをみ、石井加奈子、長谷川有紀、渡邊順子、山口清次、原



 寿郎： Ornithine transcarbamylase(OTC)欠損症に潜在する凝固異常. 第54回日本先天代謝異常

学会2012.11.15-17 （岐阜） 

 芳野裕子、牛嶋規久美、下村 豪、松岡尚久、岡田純一郎、久野 正、浦部大策、渡邊順子、芳野

 信、下澤伸行： 膝蓋骨の異常石灰化を契機にZellweger症候群の診断に至った一例. 第54回日本

先天代謝異常学会2012.11.15-17 （岐阜） 

 芳野 信：臨床を学び､臨床に学ぶ 筑豊小児科医会講演会 2012.3.14.（飯塚市） 

 芳野 信：臨床医学におけるものの考え方 筑後小児科医会セミナー 2012.5.（久留米市） 

 岡田純一郎、芳野 信、渡邊順子：p57KIP2(KIP2)の遺伝子変異を認めたBeckwith-Wiedemann症候群

(BWS)の一例 第464回日本小児科学会福岡地方会例会2011.4.9（福岡） 

 坂西信平、伊藤沙織、今城 透、倉田 毅、竹廣敏史、石堂雄毅、河野 剛、秋田幸大、大部敬三、

渡邊順子：亜鉛欠乏による難治性濃痂疹の一例 第464回日本小児科学会福岡地方会例会2011.4.9

（福岡） 

 芳野 信：高アンモニア血症の影響 全国尿素サイクル異常症患者と家族の会 第1回勉強会 2011.

8.7（東京） 

 岡田純一郎、東元 健、八木ひとみ、芳野 信、副島英伸、渡邊順子：p57KIP2(KIP2)の遺伝子変異

を認めたBeckwith-Wiedemann症候群(BWS)の一例 第34回日本小児遺伝学会学術集会 2011.8.11

（横浜） 

 芳野 信、大平智子、渡邊順子、岡田純一郎、大矢崇志、松石豊次郎：メチルマロン酸血症患者に

おけるneuroprotection  第114回日本小児科学会学術集会 2011.8.12-14（東京） 

 原田なをみ、沼田早苗、松浦稔展、遠藤文夫、青木知信、渡邊順子、芳野 信：遅発型オルニチン

トランスカルバミラーゼ（OTC）欠損症の遺伝カウンセリング －16年前の死亡症例にさかのぼって

－ 第18回遺伝性疾患に関する出生前診断研究会 2011.10.1（佐賀） 

 下村 豪、松岡尚久、芳野裕子、岡田純一郎、久野 正、浦部大策、渡邊順子、青木久美子、猪口

隆洋、芳野 信：新生児期発症メチルマロン酸血症に対して急性期血液浄化療法を施行した一例 第

7回筑後新生児研究会 2011.10.7（久留米） 

 芳野 信、渡邊順子、岡田純一郎：成人後のフェニルケトン尿症患者の社会的アウトカム 第38回

日本マス・スクリーニング学会 2011.10.28-29（福井） 

 芳野 信、渡邊順子、岡田純一郎：成人後のフェニルケトン尿症患者の社会的アウトカム 第38回

日本マス・スクリーニング学会 2011.10.28-29（福井） 

 芳野 信、原田なをみ、沼田早苗、渡邊順子、神田芳郎、澤田 智、長谷 豊、岡野善行：SNPを用

いたハプロタイプ分析による変異OTCアレルの同定 日本人類遺伝学会第56回大会 2011.11.9-12

（千葉） 

 渡邊順子、岡田純一郎、大矢 崇、岡松由記、木村光一、芳野 信、松石豊次郎：重篤な呼吸障害

を合併した異所性灰白質症（PNH）乳児例におけるFLNA遺伝子変異解析 日本人類遺伝学会第56回大

会 2011.11.9-12（千葉） 

 原田なをみ、沼田早苗、渡邊順子、芳野 信、斉藤仲道：Fabry病の遺伝カウンセリング11家系の経

験 日本人類遺伝学会第56回大会 2011.11.9-12（千葉） 

 芳野 信、原田なをみ、沼田早苗、渡邊順子、神田芳郎、澤田 智、長谷 豊、岡野善行：SNPに基

づくハプロタイプ解析による変異OTCアレルの特定 第53回日本先天代謝異常学会 2011.11.24-26



（千葉） 

 渡邊順子、矢部普正、加藤俊一、大友孝信、酒井規夫、賀佐伸省、祐川（早川）和子、芳野 信：

骨髄移植を受けたI-cell病患者の長期予後 第53回日本先天代謝異常学会 2011.11.24-26（千葉） 

 原田なをみ、沼田早苗、渡邊順子、芳野 信：高分解能融点分析によるOTC遺伝子の変異部分の検出

 第53回日本先天代謝異常学会 2011.11.24-26（千葉） 

 小林京子、岡野義行、井原健二、伊藤哲也、芳野 信、渡邊順子、梶 俊策、大浦敏博、長尾雅悦、

野口篤子、虫明聡太郎、法橋尚宏：シトリン欠損症患者の倦怠感とQOLの実態と関連に関する研究 

第53回日本先天代謝異常学会 2011.11.24-26（千葉） 

 渡邊順子、大平智子、加藤俊一、矢部普正、酒井規夫、大友孝信、芳野 信：骨髄移植を受けたI-

cell病患者の長期予後 第15回日本ライソゾーム病研究会 2010.12.10－11（東京） 

 芳野 信、大平智子、岡田純一郎：ライソゾーム蓄積病の病態におけるサイトカインなど生体活性

物質の役割 第15回日本ライソゾーム病研究会 2010.12.10－11（東京） 

 弓削康太郎、芳野 信、渡邊順子 : ゴーシェ病 III 型に対するムコソルバン療法導入の試み 2013.

9.26（東京） 

 渡邊順子、大矢崇志、松石豊次郎、芳野 信:ゴーシェ病III型の骨髄移植症例 平成24年度厚生労

働科学研究費補助金 難治性疾患克服研究事業班会議 2012.10.4（東京） 

 高瀬隆太、渡邊順子、岡田純一郎、芳野 信：ムコ多糖症Ⅱ型の酵素補充療法の効果の長期観察 平

成23年度厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患克服研究事業班会議 2011.9.28（東京） 

 渡邊順子、大平智子、加藤俊一、矢部普正、酒井規夫、大友孝信、芳野 信：骨髄移植を受けたI-

cell病患者の長期予後 平成22年度厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患克服研究事業班会議 

2010.12.9（東京） 

北川照男 

 北川照男, 石毛信之, 穴澤 昭他. 東京都におけるタンデムマス・スクリーニングの実施―検査体

制の運用と成績―. 厚生労働科学研究費補助金 成育疾患克服等次世代育成基盤事業、タンデムマス

導入による新生児マススクリーニング体制の整備と質的向上に関する研究（研究代表者山口清次島

根大学小児科教授）平成24年度総括・分担研究報告書、p72-75 2013. 

 北川照男, 大和田操, 浦上達彦, 他. 新生児マススクリーニングの今後の飛躍を期待して. 日本マ

ス・スクリーニング学会誌, 23;(2): 29, 2013 

 鈴木 健, 藤川研人, 北川照男他. ライソゾーム病（ファブリー病、糖原病II型、ムコ他糖症I型・

II型）スクリーニング法の基礎的検討 ―酵素活性の反応時間についてー. 日本マス・スクリーニン

グ学会誌, 23; (2): 67, 2013. 

 田中あけみ, 鈴木 健, 北川照男他. 三施設共同によるライソゾーム病スクリーニング・パイロッ

トスタディ2年6ヶ月のまとめ. 日本マス・スクリーニング学会誌, 23; (2), 68, 2013 

 藤川研人、石毛信之、北川照男他. 新生児タンデムマス・スクリーニングにおけるGC/MSの運用成績

―東京都における2012年度実績―. 日本マス・スクリーニング学会誌, 23; (2): 82, 2013. 

 石毛信之、藤川研人、北川照男他. C5-OH軽度高値が遷延した低出生体重児例について. 日本マス・

スクリーニング学会誌, 23; 2: 85, 2013. 

 鈴木健, 石毛信之, 北川照男, 他：CKDとファブリー病スクリーニング. 日本マス・スクリーニング

学会誌, 22, 2, 60(172), 2012. 



 石毛信之, 藤川研人, 北川照男, 他：東京におけるタンデムマス・スクリーニングの導入.  日本マ

ス・スクリーニング学会誌, 22, 2, 71(183), 2012. 

 石毛信之, 藤川研人, 北川照男, 他：東京におけるタンデムマス・スクリーニングの導入と成績.  

日本先天代謝異常学会雑誌, 28, 150, 2012. 

 鈴木健, 石毛信之, 北川照男, 他：ハイリスクスクリーニングで診断されたFabry病患者のCKD sta

gingについて . 日本先天代謝異常学会雑誌, 28, 162, 2012. 

 桜井恭子, 小西薫, 北川照男, 他：自動時間分解蛍光測定法（AutoDELFIA法）によるTSHと1７OHP

測定の検討. 日本マス・スクリーニング学会誌, 21, 2, 70 (170), 2011. 

 石毛信之, 藤川研, 人, 北川照男, 他：ろ紙血液中アシルカルニチンの保存期間と保存温度による

安定性の検討. 日本マス・スクリーニング学会誌, 21, 2, 82 (180), 2011. 

 鈴木 健, 石毛信之, 北川照男, 他：透析患者8,000余例の血漿を用いたファブリー病のスクリーニ

ング. 日本マス・スクリーニング学会誌, 21, 2, 93 (191), 2011. 

 澤田 智, 田中あけみ, 北川照男, 他：新生児スクリーニングにおいて発見されたiduronate-2-su

lfatase遺伝子のpseudodeficiency allele. 日本マス・スクリーニング学会誌, 21, 2, 94 (192), 

2011. 

 石毛（和田）美夏, 碓井ひろみ, 北川照男, 他：対照的な経過をたどった新生児期発症の有機酸代

謝異常症の2例. 日本先天代謝異常学会誌, 27, 2, 189, 2011. 

 小林正久, 大橋十也, 北川照男, 他：α-galactosidase A 遺伝子にE66Q変異を持つ男性透析患者の

心臓病理所見. 日本先天代謝異常学会誌, 27, 2, 189, 2011. 

 石毛信之, 藤川研人, 北川照男, 他： タンデムマス・スクリーニングで発見されたMCAD欠損症4例

のアシルカルニチンプロファイルの経時的変化. 日本先天代謝異常学会誌, 27, 2, 255, 2011. 

 藤川研人, 鈴木 健, 北川照男, 他：ライソゾーム病GSD II型、MPS I型およびMPS II型の新生児ス

クリーニング（第2報）. 日本先天代謝異常学会誌, 27, 2, 258, 2011. 

 鈴木 健, 藤川研人, 北川照男, 他：蛍光的免疫捕捉測定法による新生児濾紙血液を用いた糖原病I

I型（ポンペ病）スクリーニングの研究. 日本先天代謝異常学会誌, 26, 103, 2010. 

 北川照男, 松田一郎, 大和田操, 他：タンデムマス法による新生児マススクリーニングで見つかる

有機酸・脂肪酸代謝異常症の理解のために. 特殊ミルク情報, 46, 34-43, 2010. 

 藤川研人、鈴木健、北川照男他. 乾燥濾紙血液を用いた糖原病II型（GSD II）スクリーニング法の

研究. 日本マス・スクリーニング学会 Vol.20, No2, p46 (154), 2010. 

奥山虎之 

 小須賀基通、木田和宏、藤直子、奥山虎之:5つのライソゾーム酵素同時測定によるライソゾーム

病の新たなスクリーニング法. 第116回 日本小児科学会学術集会学会、広島、2013.4.19. 

 奥山虎之：ライソゾーム病に対する新生児マス・スクリーニングの現状と今後の課題（シンポジ

ウム）.第40回日本マス・スクリーニング学会学術集会、大阪、2013.8.24. 

 藤直子、小須賀基通、開山麻美、荒木尚美、五十嵐仁美、木田和宏、奥山虎之. Liquid Logic N

ewborn Screening Anlyzerを用いた新生児スクリーニング. 第54回 日本先天代謝異常学会、岐阜、

2012.11.16. 

 小須賀基通、木田和宏、藤 直子、小田絵里、奥山虎之. 乳児型ポンペ病新生児スクリーニング



のパイロットスタディ. 第53回日本先天代謝異常学会・第10 回アジア先天代謝異常症シンポジウ

ム、千葉、2011.11.26. 

 小須賀基通、木田和宏、藤直子、小田絵里、奥山虎之. 国立成育医療研究センターにおける新生

児型ポンペ病マススクリーニングパイロットスタディの結果報告. 第38回 日本マス・スクリーニ

ング学会、福井、2011.10.29. 

坪井一哉 

 内富一仁, 村上敬之, 坪井一哉, 山本浩志. ファブリー病の腎障害におけるagalsidase aifaの

有効性.  第67回日交通医学会総会; 広島; 2013 June 8-9  

 内富一仁, 村上敬之, 坪井一哉, 山本浩志. ファブリー病の腎障害におけるagalsidase aifaの

有効性.  第67回日交通医学会総会; 広島; 2013 June 8-9  

 西山裕乃, 坪井一哉, 山本浩志. ファブリー病におけるLyso-Gb3を用いた治療有効性の検討.  

第67回日交通医学会総会; 広島; 2013 June 8-9 

 後藤裕美, 曽村富士, et al. (2012). 当院におけるファブリー病の心症状の特徴と酵素補充療

法の効果. 第54回日本先天代謝異常学会総会, 岐阜. 

 山本浩志, 坪井一哉, et al. (2012). 鼻咽腔粘膜から見たファブリー病ヘミ接合体とヘテロ接

合体の比較. 第54回日本先天代謝異常学会総会, 岐阜. 

 坪井一哉, 山本浩志, et al. (2012). アガルシダーゼベータからアガルシダーゼアルファに切

り替えたファブリー病13症例の検討. 第54回日本先天代謝異常学会総会, 岐阜. 

 田中あけみ, 坂口知子, et al. (2012). ムコ多糖症ハイリスク・スクリーニングの試み. 第39回

日本マス・スクリーニング学会学術集会, 東京. 

 山本浩志, 坪井一哉. ファブリー病と聴力障害―聴覚機能からみた酵素補充療法の効果. 第65

回日本交通医学会総会. 京都. 2011. 6 

 玉木宣人, 坪井一哉. ファブリー病における腎機能の解析.  第65回日本交通医学会総会. 京都.

 2011. 6 

 野々村大地, 坪井一哉. ファブリー病ヘテロ型の臨床的特徴の検討.  第64回日本交通医学会総

会; 2010. 

 北田雄太, 荘加静, 坪井一哉, 古田祐子. ファブリー病における眼科的所見と血管病変.  第52

回日本先天代謝異常学会総会; 2010. 

 平野雅規, 坪井一哉, 山本浩志. ファブリー病の遺伝子型・表現型相関の臨床的検討.第64回日本

交通医学会総会; 2010. 

 坪井一哉, 鈴木貞夫, 永井正規. 臨床調査個人票を用いたファブリー病患者の疫学調査.  第64

回日本交通医学会総会; 2010. 

 坪井一哉, 野々村大地. ファブリー病ヘテロ型24例の臨床的検討.  第52回日本先天代謝異常学

会総会; 2010. 

 荘加静, 坪井一哉, 古田祐子. ファブリー病における眼病変と血管病変の臨床的検討.第64回日

本交通医学会総会; 2010. 

 山本浩志, 坪井一哉, 中島努, 内田郁惠, 杉浦綾子, 杉浦彩子, et al. ファブリー病における

聴覚障害と同一世代一般住民聴力の比較.  第52回日本先天代謝異常学会総会; 2010. 



 山本浩志, 坪井一哉, 伊藤太. フィブリー病患者における加齢と聴力との関係.  第64回日本交

通医学会総会; 2010. 

 山田弘武, 光吉隆真, 坪井一哉. 無記名アンケート調査によるポンペ病患者の臨床的特徴の解析.

  第52回日本先天代謝異常学会総会; 2010. 

 光吉隆真, 山田弘武, 坪井一哉. 無記名アンケート調査によるファブリー病患者の臨床的特徴の

解析.  第52回日本先天代謝異常学会総会; 2010. 

松田純子 

 久樹晴美、只野－有冨桂子、宮川誠、内田俊也、松田純子、戸田年総、岡崎具樹．：Saposin D欠

損マウスの2D-DIGEタンパク質発現解析 - 炭酸脱水酵素(CA2)との関連. 第86回日本生化学会大

会. 2013年9月11-13日 横浜． 

 武藤真長、米重あづさ、昼沢良介、吉村真一、松田純子：プロサポシン強発現マウス胚組織の表

現型解析．第85回日本生化学会大会2012年12月14-16日 福岡． 

 昼沢良介、武藤真長、米重あづさ、吉村真一、松田純子：プロサポシン強発現マウスの精巣の表

現型解析．第85回日本生化学会大会2012年12月14-16日 福岡． 

 米重あづさ、北條裕信、武藤真長、松田純子：化学合成サポシンCのグルコシルセラミドグルコ

シダーゼ活性への影響．第85回日本生化学会大会2012年12月14-16日 福岡． 

 吉川 彩、武田選理子、米重あづさ、松田純子：クラッベ病モデルマウスの免疫組織の病態解析．

第85回日本生化学会大会2012年12月14-16日 福岡． 

 吉川 彩、武田選理子、米重あづさ、松田純子：クラッベ病モデルマウスの免疫系組織の病態解

析．第54回日本先天代謝異常学会2012年11月15-17日 岐阜． 

 渡辺昂、米重あづさ、小池礼華、武藤真長、Hama,H.、鈴木明身、松田純子：スフィンゴ糖脂質セ

ラミド骨格の構造多様性と生物機能に関する研究．第54回 日本脂質生化学会2012年6月7-8日 福

岡． 

 武藤真長、米重あづさ、渡辺 昂、松田純子：マウス胚発生におけるプロサポシンの役割．第84回

日本生化学会大会、京都、2011年9月． 

 米重あづさ、田野千春、北條裕信、松田純子：グルコシルセラミド-b-グルコシダーゼ活性に対す

る化学合成サポシンCの影響．第84回日本生化学会大会、京都、2011年9月． 

 渡辺 昂、米重あづさ、武藤真長、鈴木明身、Hama H、松田純子：FA2H欠損マウス消化管における

スフィンゴ脂質の構造解析．第84回日本生化学会大会、京都、2011年9月． 

 米重あづさ、田野千春、北條裕信、松田純子：グルコシルセラミド--グルコシダーゼ活性に対

する化学合成サポシンCの影響、第16回日本ライソゾーム病研究会、東京、2011年9月． 

 米重あづさ、渡辺 昂、武藤真長、松田純子：サポシンC欠損twitcherマウスにおける領域特異的

な神経細胞死の解析. BMB2010 第33回日本分子生物学会年会・第83回日本生化学会大会 合同大

会. 2010年12月 神戸. 

 渡辺 昂、米重あづさ、武藤真長、鈴木明身、松田純子：マウス消化管におけるスフィンゴ糖脂

質のセラミド構造の発現制御. BMB2010 第33回日本分子生物学会年会・第83回日本生化学会大会

 合同大会. 2010年12月 神戸. 

 武藤真長、米重あづさ、渡辺 昂、松田純子：マウス胚発生におけるプロサポシンの役割. BMB20



10 第33回日本分子生物学会年会・第83回日本生化学会大会 合同大会. 2010年12月 神戸. 

 久樹晴美、只野－有冨桂子、内田俊也、松田純子、岡崎具樹：Saposin D欠損マウスの多飲・多尿

は中枢性の飲水行動異常によって引き起こされる. BMB2010 第33回日本分子生物学会年会・第83

回日本生化学会大会 合同大会. 2010年12月 神戸. 

 松田純子, 米重あづさ, 武藤真長, 渡辺 昂：クラッベ病モデルマウスにおけるラクトシルセラ

ミドの蓄積と神経細胞死．第15回日本ライソゾーム病研究会． 2010年12月 東京． 

 松田純子：ラクトシルセラミドの蓄積と神経細胞死．弟8回糖鎖科学コンソーシアムシンポジウム．

2010年11月 東京・品川．  

 松田純子、武藤真長、米重あづさ、渡辺 昂：マウス胚発生におけるプロサポシンの役割． 第52

回日本先天代謝異常学会 2010年10月 大阪． 

下澤伸行 

 下澤伸行：「これだけは伝えたい診断法  ペルオキシソーム病」第9回先天代謝異常学会セミナー、

品川、7月2013 

 下澤伸行：副腎白質ジストロフィーの造血幹細胞移植療法の現状と問題点シンポジウム「副腎白

質ジストロフィー診療の現状と提案—診療ガイドラインの作成に向けて」第54回日本先天代謝異常

学会、第11回アジア先天代謝異常学会、岐阜、11月2012 

 下澤伸行：副腎白質ジストロフィー 診断・治療のupdate シンポジウム「神経障害をきたす先

天代謝異常症 診断・治療のupdate」第54回日本小児神経学会、札幌、5月2012 

 長瀬朋子、玉置也剛、柴田敏之、國貞隆弘、鈴木康之、下澤伸行. iPS細胞を用いたペルオキシソ

ーム病神経系モデル構築の試み. 第53回日本先天代謝異常学会、10回アジア先天代謝異常症シン

ポジウム、千葉、11月2011 

 長瀬朋子、梶原尚美、鈴木康之、下澤伸行. LC/MSを用いた極長鎖脂肪酸迅速測定の開発. 第53回

日本先天代謝異常学会、10回アジア先天代謝異常症シンポジウム、千葉、11月2011 

 Dung Chi Vu, N Shimozawa . TH Bui, KN Nguyen, NTB Can, HT Nguyen, LT Nguyen. The ph
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